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別紙「随意契約理由書」のとおり

広島県広島市中区

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　６年　５月２３日

履 行 期 間 (至) 令和　７年　３月３１日

入札情報サービス（ＰＰＩ）
（https://www.i-ppi.jp/Search/Web/Gyomu/Keika/Search.aspx）
にアクセスし、発注機関及び業務名を入力して検索することにより、契約
過程に関する情報を閲覧可能である。
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随 意 契 約 理 由 書 

１．件名：令和６年度トンネル発破作業における自動化・遠隔化技術検討業務 

２．履行場所：中国地方整備局 道路部 道路工事課 

３．随意契約の相手方： 

（法人名称）一般社団法人 日本建設機械施工協会 

（住所）東京都港区芝公園三丁目五番八号 

４．随意契約に付する理由 

 「トンネル発破作業の自動化・遠隔化技術」については、発破に関わる作業の自

動化・遠隔化技術の開発が遅れている現状を踏まえ、自動化・遠隔化の推進が望ま

れている。本業務は、令和４年度～６年度の３年間でトンネル発破作業における現

状と課題の整理を行い、発破作業に対する安全性・生産性向上の観点で性能確認項

目の検討及び設定し、技術公募を行う。応募された技術の概要や性能（作業人員、

作業時間、切羽離隔）、開発促進に向けた課題をとりまとめることにより、現状の

開発状況を把握し、当該技術の利用促進や開発促進に向けたガイドライン（案）を

作成する。また、各検討段階における有識者会議で審議を開催する業務である。 

 ２ヶ年目となる令和５年度は、１ヶ年目に整理したトンネル発破作業における現

状と課題の整理を踏まえ、性能確認項目の検討及び設定し、公募要領及びガイドラ

イン（案）の骨子を作成した。

３ヶ年目となる令和６年度は、技術公募を実施し、技術のとりまとめを行い、ガ

イドラインを作成する。また、各検討段階における有識者会議で審議を行う。

 本業務の実施にあたっては、国土交通省道路局により設置された学識経験者等で

構成される「道路技術懇談会」において、「道路における新技術導入促進を支援す

る導入促進機関に関する公募」による応募要領に照らした審議が行われた結果、「ト

ンネル発破作業における自動化・遠隔化技術」については、「一般社団法人日本建

設機械施工協会」が、令和 4年 5月 13 日から令和 7年 3月 31 日までを登録期間と

した新技術導入促進機関として、特定された唯一の機関である。

以上のことから、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条

の４第３号の規定により、上記相手方と随意契約を行うものである。




